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民
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議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
安
全
保
障
委
員
会
に
お
け
る
�
木
正
孝
・
防
衛
政
務
次
官
の
答
弁
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別

紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。
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衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
安
全
保
障
委
員
会
に
お
け
る
�
木
正
孝
・
防
衛
政
務
次
官
の
答
弁
に
関
す
る
質
問

に
対
す
る
答
弁
書

平
成
十
二
年
八
月
四
日
の
衆
議
院
安
全
保
障
委
員
会
に
お
け
る
長
妻
昭
委
員
の
質
問
に
対
す
る
鈴
木
正
孝
防
衛
政
務
次
官
の

答
弁
は
、
自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
八
十
四
条
に
基
づ
く
領
空
侵
犯
に
対
す
る
措
置
は
、
国
際
法

上
認
め
ら
れ
る
範
囲
内
で
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
際
の
武
器
の
使
用
は
、
同
条
に
規
定
す
る
「
必
要
な
措
置
」

と
し
て
、
正
当
防
衛
又
は
緊
急
避
難
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
に
の
み
許
さ
れ
る
と
い
う
従
来
か
ら
の
政
府
の
考
え
方
を
述
べ

た
も
の
で
あ
る
。
領
空
侵
犯
に
対
す
る
措
置
の
一
環
と
し
て
の
武
器
の
使
用
が
、
こ
の
よ
う
な
「
必
要
な
措
置
」
の
範
囲
内
で

行
わ
れ
る
限
り
、
同
法
第
八
十
四
条
に
基
づ
き
、
当
該
武
器
の
使
用
は
適
法
で
あ
り
、
刑
事
上
の
責
任
が
生
じ
る
も
の
で
は
な

い
。


